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はじめに

　医療事故が社会的な問題として関心が高まっ
てきている今、当院透析室においてはＨＤＦ（ボ
トル式）関連のアクシデントが重要課題として挙
げられる。平成18年4月から平成19年３月まで
の1年間で27件の報告があった。
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目 的 ・ 方 法

　　リスクマネージメントの改善を目的とし、平成
19年4月よりコンソールＧＣ-210（ＪＭＳ社製）と
補液ポンプＭＦ-01（ＪＭＳ社製）の通信システ
ムを導入した。導入前後でアクシデント件数・
内容を比較し、透析室スタッフ14名に通信シス
テムに関するアンケートを行ったので報告する。
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通信システム概要

①コンソールのタッチパネル上で補液量と補

　液速度を入力設定する。

②補液量と補液速度を入力すると自動的に

　除水量と除水速度が設定される。

③透析開始スイッチを押すと自動的に補液

　注入が始動する。
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レベルレベルレベルレベル1　
　患者への実害はなかったが指示された医療行為が遂行できて
いない場合。

レベルレベルレベルレベル2
　患者への実害を与える可能性は極めて低いが、何らかの影響
を与えた可能性を否定できない場合。

レベルレベルレベルレベル3
　バイタルサインの変化、患者観察の強化が必要となった場合。

レベルレベルレベルレベル4
　アクシデントに対応する治療が必要となった場合。

アクシデント分類
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通信システム導入前
アクシデント内容

7件
26%

7件
26%

6件
 22%

5件
19%

2件
7%

 補液SWの入れ忘れ  除水設定ミス
 クランプ未開放  補液量・速度入力ミス
 その他

補液SWの入れ忘れ ・除水設定ミス・クランプ未開放が

レベル3以上の重大なアクシデントに繋がる可能性の高い事例であった。
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忙しく
なった

0%
変わらない

29%

少し余裕が
できた
21%

余裕が
できた
50%

HDF開始時にゆとりが

持てるようになりましたか？
以前と比べ操作性に
変化がありましたか？

やや簡単に
なった
36%

変わら
ない
0%

やや難しく
なった
14%

簡単になった
50%

アンケート結果①
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増えた
0%

変わら
ない
7%

少し
減った
36%

減った
57%

不要
0%

どちらでも
ない
7%

どちらかと
いえば必要

14%

必要
79%

通信システムは必要ですか？
アクシデントの減少に

繋がっていると思いますか？

アンケート結果②
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1111 8888

7777 7777 6666 5555 2222

0 5 10 15 20 25 30 件数

導入後

導入前

 補液SWの入れ忘れ  除水設定ミス
 クランプ開放忘れ  補液量・速度入力ミス
 その他

システム導入前：27件のアクシデントのうち12件が観察の強化や
　　　　　　　　　　 追加の治療が必要となる事例だった。
システム導入後：アクシデント数が9件に減少し、うち1件が観察の
　　　　　　　　　　 強化が必要となる事例だった。　

H.18 4月～H.19 3月

H.19 4月～H.20 3月

通信システム導入前後のアクシデント

＊P＜0.05

＊
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考　察

　通信システムを導入したことで補液ポンプ
SWの入れ忘れ、除水設定ミスのアクシデン
トはなくなった。クランプ未開放はスタッフの
手技によるもので未だ存在するが、ゆとりが
出来た、心理的に楽になったとアンケート解
答をしたスタッフが多かったことから、HDF開
始時に十分な確認が出来るようになり減少
したと思われる。
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結　語

　通信システムを導入したことで全体的な
アクシデント件数、また、重大なアクシデン
トに繋がる可能性の高い事例が減少した。
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